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1.は じめ に

京都府北部において,縄文土器が初めて認識されたのは,大正 9年の函石浜遺跡の報告

である。それ以後,長い空白期間があるが,昭和20年代末から,30年代にかけて,主に丹

後半島西部の海浜部で発掘調査,分布調査が続き,浜詰,宮 ノ下,柳谷口,平などの遺跡

が確認されていった。また,その頃,由良川下流域においても,河底から採取される砂利

を丹念に観察することによって,河口から約 20kmの 間に, 数珠つなぎともいえる状態で

縄文土器の出土地点が発見された。この頃,前記の地域に限らず,遺跡の発見は,各地域

に在住の個人の追求に負うところが大きく,昭和47年 に発行された「京都府遺跡地図」で

は,別表の内の19か所が記載されている。遺跡地図発行の時期に前後する頃より,徐々に

各種の土木工事に伴う集落跡の調査件数が増加するとともに,縄文土器の出土地点も増加

し,現在では42か所を数えるに至っている。

かつては,比較的海浜部に集中するかのように見えた遺跡分布であったが,近年は海か

ら離れた内陸部で増加し,立地条件についても大きく拡大する傾向にある。さらに今後も,

種々の要因によって土地の改変される機会も多く,遺跡数も増え続けることが予想される。

このような状況の中で,こ こでは,現在まで確認されている京都府北部の縄文時代の遺跡

を整理しておく意味で,そ の概観を述べてみたい。

なお,こ こで取扱う京都府北部とは,1日 国名で言う丹後地方と丹波地方の北部 (由良川

水系中流域まで)である。また,遺跡についても,付表,分布図では, 1片であっても,

縄文土器を出土した地点を抽出し,石器だけが出土している遺跡は加えていない。

2。 地形の概要

この地方の地形は,北側が海に面し,内陸部では,山地が面積の大部分を占め,広 い平

野部はない。海岸線は,丹後半島を中心として,東部が若狭湾の西端にあたり,いわゆる

リアス式海岸となり,舞鶴湾,栗 田湾,宮津湾などが形成され,凹凸の激しい地形になっ

ている。半島部も含め東部では,山塊が急激に海に没する所が多く,海岸部の平野は極め

て狭い。西側は山陰海岸の東端にあたり,海岸線の凹凸は比較的少なく,東部より砂丘の
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第 1図  京都府北部縄文時代遺跡分布図
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発達 している部分が多い。内陸部は,丹後山地,丹波山地などに分けられるが,大きくは,

中国山地につながるものであり,標高6oO～800mを頂とする山地が広がっている。その山

地間を糸i饉うように幾本かの河川が流れ,大小の沖積地を形成しつつ,日本海に注いでいる。

代表的なものは由良川で,主に丹波地方をめぐり,一部に兵庫県からの支流も集め,府下

最大の流域面積を持っている。中流域では比較的広い綾部・福知山盆地を貫流し,下流域

では,狭際な谷部を流れ,舞鶴・宮津市境で海に注ぐが,河口部に沖積平野はほとんど形

成されていない。下流域の谷部では蛇行を繰り返し,各所に自然堤防を形づくっている。

丹後半島の基部をめぐるように流れる竹野川は,半島部分では最も長く,大宮,峰山,弥

栄町付近では,小平野が形成されるとともに河岸段丘が観察できる。洪積世河岸段丘は,

主に由良川・竹野川流域で顕著である。由良川は上流部では長く深い段丘が続き峡谷の様

相を呈しているが,こ こで取り扱う地域では,綾部,福知山盆地周辺に多く,下流域では

ほとんど認められない。竹野川の場合は中・下流域に残っている。段丘も大別 して,高位 ,

中位,下位の 3面が見られるが,そ の後の浸食作用によって舌状の丘陵となっている場合

が多い。低位段丘は場所によっては,段丘面に後世の堆積がさらに加わり,扇状地化した

り,耕作等による土地の改変によって判然と区別することができない部分も多い。その他

の河川は,全長数 km程度のものではあるが,舞鶴市域で,志楽川,与保呂川,伊佐津川

があり,宮津湾に流入するものとして大手川,野田川がある。丹後半島北端から西では,

宇川,福田川や木津川,久美浜湾に流入する川に,佐濃谷川,川 上谷川,久美谷川などが

ある。各河川の川口付近には海岸砂堆が形成され,宮津湾奥の阿蘇海,久美浜湾では,そ

れぞれ天の橋立,小天橋と呼称される長大な砂嘴がのび,外海とを隔てている。また半島

西部の一部には,海岸段丘があり,竹野川,福田川河口などにはかつて広い潟湖の存在し

たことが考えられている。また,こ の地域では,洪積世砂丘 (古砂丘)を ,そ の後の砂の移

動によって新砂丘が厚く覆っている現象が見られる。

3。 遺 跡 概 要

現在までに土器の検出できている遺跡は42か所であるが,大別する6期の中で,断続的

ながらも複数以上の時期にわたる遺跡は17か所があげられる6各期を細別すると空白とな

る時期も多いが,特に長期間にわたる遺跡としては,平で前～晩期,裏陰で早～後期,大

油子荒堀の早～晩期をはじめ,和江,八雲,志高,三河宮の下,武者ケ谷などがある。そ

れぞれ,立地,出土状況,出土量等に大きな相違もあり,一様に把握 し得ない側面も残す

が,こ こでは,各時期ごとに概要を述べる。
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(1)草創期

この時期の土器が発見されているのは,武者ケ谷遺跡, 1か所である。報文によれば,

土器は全体の約 3分の 2が遺存し,日径10.4Cm,器 高8.2Cmを測る丸底の小形品である。

口縁部に棒状の刺突文を上下 2列 に施したタガ状の隆帯をめぐらしている。これは,草創

期の他の土器に類例は求め難いが,刺突文の様子から,押圧縄文系の段階と考えられてい

る。

土器については,こ の 1か所であるが,1日石器時代から,草創期の時期と考えられる石

器は各地から出土している。有舌尖頭器が,久美浜町,峰山町途中ケ丘,舞鶴市小橋,綾

部市西原,福知山市奥野部の各遺跡から,合計 7点出土し,他にナイフ型石器,彫刻刀型

石器,円盤状石器,削器などがあるが出土地点は主に綾部市,福知山市域である。

また,夜久野町茶堂遺跡出土の石斧は,草創期に属する片刃石斧と考えられている。

(2)早  期

早期の上器を出土している遺跡は13か所あり,各期を通して,遺跡数は比較的多いが ,

遺物量は極めて少ない。湊宮を除いた12遺跡で押型文が出上しているが,途中ケ丘,中野 ,

中上司,菖蒲池,大油子荒堀では 1片だけが出土しているに過ぎない。裏陰,宮 ノ下,鳴

岡,有熊では,器壁が厚く,大粒の楕円文の施された高山寺系統のものが出土し,裏陰 ,

有熊等の上器内面には幅の広い斜行沈線が認められる。また途中ケ丘出上のものは,楕円

の粒も小さく,器壁の薄い焼成良好な土器で,内面の斜行沈線も細 く明瞭である。山型押

型文を出上しているのは,宮ノ下,有熊,中止司,大油子荒堀,千原の 5遺跡であり,楕

円文以上に量が少ない。有熊では,山の間隔が狭いもの,広いものと両方あり,後者は内

外面ともに施文されている。それらを,と もに出上している楕円文を持つ土器と比べると,

はるかに器壁が薄く,焼成,月台土ともに相違

している。中上司の山形文は,山が鈍角とな

り,山形というよりは波状を呈している。大

油子荒堀は,間隔の狭い山形文で小片ではあ

るが,日縁に対して水平に内外面とも施文さ

れ,原体を少なくとも2回はめぐらしている

ことがわかる。

押型文以外の早期の土器が出上している遺

跡は少ないが,宮 ノ下,裏陰の両遺跡では,

押型文よりも,条痕文土器,内外面に縄文の
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第2図  草創期,早期遺跡分布図   施された土器(表裏縄文),の一群が主体とな



京都府北部の縄文時代遺跡

っている。この表裏縄文土器は,かつて,宮 ノ下Ⅱ式として報告され,島根県菱根遺跡等

との対比から,日本海側を中心に分布する早期末～前期初頭に位置付けられていたもので

あるが,そ の後の検討,資料の増加によって早期の範疇に入るものと考えられている。し

かし,早期の押型文以降,どの段階であるかは,明確には定まっていない。裏陰ではこれ

らの土器のほかに,貝殻腹縁圧痕文を施した土器や乳房状,丸底等の上器底部が数点出土

している。この時期の遺構は皆無であり,伴出石器についても,石鏃,不定形の掻器,特

殊磨石などがあるが,そ の出土状況から,他の時期の石器類と分離できない遺跡も多い。

このように早期の中で,押型文の時期は点々とではあるが,京都府北部全体から検出さ

れている。しかし,そ の時期でも各遺跡数点の出土に留まり,さ らに細分できるだけの資

料は集まっていない。また,押型文の中でも古式に属する神宮寺,大川の時期はなく,押

型文以降に至っては,宮ノ下 0裏陰の条痕文,表裏縄文土器以外は,極めて資料が希薄に

なっている。押型文土器の分布についても,あ えて,集中する小地域を限るとすれば,野

田川水系周辺,夜久野町周辺,な どをあげることができるが,狭い地域,少量の遺物での

表層的な現象であり,現時点で特に限定できる要素に乏しい。

(3)前  期

9遺跡で出土している中で,前期だけの単純遺跡はないが,宮 ノ下,平 ,志高では層位

的に独立している。宮ノ下では早期の土器を出土する層のやや上層で,羽状縄文を持つ土

器が少量出土している。裏陰では早期の土器と混在する形で出土し, 3字状,D字状の爪

形文羽状縄文,条痕文土器があり,ほぼ前期前葉の時期に限られている。平では,後葉の

北白川下層Ⅲ式,大歳山式が出土している。由良川流域では,和江,八雲,志高,地頭 ,

三河宮の下があり,そ の支流牧川の上流に大油子荒堀遺跡がある。時期は,遺跡によって

密度の濃淡はあるが,羽島下層Ⅱ式以後,前

期全般にわたって出土している。この時期か

ら晩期までの遺物が出土している,こ れら由

良川下流域の縄文遺跡は,時期を別にすると,

河口から約 20kmの間に,現在10か所確認さ

れており,時代の枠を取り去るとさらに増加

する。これらの遺跡の多くは,当初,由良川

川底からの砂利採取の際,引 き上げられた土

砂の中に古い時代の遺物が混入していること

が発見されたことに始まる。それ以来,砂利

採取地を丹念に観察することによって現在の

Iθ

第 3図  前期遺跡分布図



京都府埋蔵文化財論集 第 1集 (1987)

遺跡数となっている。発見当時は,川底から遺物が出土する状況から,水位上昇に伴って

水没した川底遺跡,水上住居等も含めて,いろいろな想定が行われたが,1973年 に行われ

た桑飼下遺跡の発掘調査によって,そ の多くが自然堤防上に立地していることが類推でき

るに至った。しかし,三河宮ノ下は低い段丘上に立地しており,立地状況が必ずしも一様

でないことを示している。桑飼下遺跡の調査契機となった由良川の改修工事は,川 が蛇行

している部分を削り流路の安定を計るものであり,結果として,遺跡の立地する自然堤防

部分が掘削されることになる。

志高の前期包合層も,そ の工事断面で発見され,弥生時代遺構面から,約 2mの無遺物

層を挟んだ下位にあるため,前期の資料が独立して得られることとなった。時期としては

羽島下層Ⅱ式から北白川下層 10Ⅱ OⅢ式と前期をほぼ網羅 しているが,そ の細分につい

ては,ま だ層位的には把握されていない。伴出遺物には,石鏃,磨製石斧,石錘,磨石 ,

石皿などの石器類がある。遺物は磨滅しておらず,ほぼこの位置が生活面であったと考え

られるが,包合層の下位では,現在の川の水面からlmに満たない高さであり,現在,度

々起こる由良川の増水状況から見ると,極めて不安定な立地であると言わねばならない。

(4)中 期

この時期の遺跡は,半島北部の海岸部に3か所,竹野川・野田川水系に各 1か所,由良

川下流域に 5か所,そ の中流部および,支流である牧川上流部に各 1か所の合計12か所を

数える。由良川下流域を除くと,前期同様に,そ の分布密度は低い。中期が中心となる遺

跡には,柳谷口,新樋越川,有熊があり,そ のほかでは,浜詰,和江,八雲,三日市,地

頭,三河宮の下,大油子荒堀などから出土している。これらの遺跡の中で前葉に属するも

のとしては,三日市の鷹島式,平,有熊,新本i邑越川の船元式などがあり,平,八雲,三河

宮の下などに里木Ⅱ式が出土している。中期

末の時期として,平遺跡の調査によって注目

された平ⅢC式 (平式)が分布している。これ

は近年,中期末の編年整理によって設定され

た北白川C式の範疇に入るものである。この

時期のものが比較的まとまって出土している

遺跡は,平,裏陰,柳谷口,三河宮の下であ

り,ほかにも,由良川下流域,北部海岸部な

ど,幅広い分布が見られる。三河宮の下で検

出されている住居跡は,埋土内からの出土遺

１
４
エ
ー

‐４

　

２‐

●

Iイ

第4図  中期 遺 跡 分 布 図    物が少なく,断定しきれない面も残すが,こ



京都府北部の縄文時代遺跡

の時期のものと考えられている。

(5)後  期

京都府北部では,こ の時期の遺跡が最も多く確認されている。昭和32年に調査された浜

詰遺跡では,石囲炉を持つ中津式期の竪穴住居跡が検出されるとともに,数か所に貝層の

広がりが認められ,日本海側では数少ない貝塚の 1つであることが判明した。この遺跡は,

木津川川回の海岸砂堆上に立地する遺跡で,土器類の他,石器類,自然遺物の出土量も豊

富である。ここでは出土した土器から,中津式,福田KⅡ 式並行のものとして,浜詰KI

・ KⅡ 式が設定された。その後も後期の遺跡は増加 し,現在20か所を数えるに至っている。

初頭の中津式を出す遺跡には,浜詰をはじめとして,平,裏陰,和江,八雲,桑飼下,半

田などがあるが,ま とまった資料を出上しているのは浜詰である。これに後続する福田K

Ⅱ式は,浜詰,裏陰,八雲,桑飼下,武者ケ谷などに認められるが,中津式に比べ,遺跡

数遺物量ともに少ない。

前期の項で立地について触れた桑飼下遺跡は,由良川下流域の遺跡立地を解明するとと

もに,遺物の種類,量 ともにこの地方では群を抜いている。その土器類から,津雲A,北

白川上層式並行期として,そ れを包括する形の「桑飼下式」が提唱された。遺構には,本

来竪穴住居跡に伴ったものと考えられる48基の炉跡や,埋甕がある。土器以外の遺物も豊

富で,751本 におよぶ打製石斧をはじめ, 磨石,敲石,石皿,石錘などの石器類や, 石製

品,土製品,動 0植物遺体などが出土している。報文では,こ れらの資料をもとに,そ の

経済基盤を分析し,東北日本からの影響下に成立したものとして,「桑飼下型経済類型」

と命名されている。土器の中には,加曽利BI式 ,鐘ケ崎式など遠方のものも加わり,後

期中葉の代表的な遺跡となっている。

この時期の遺物を出土したほかの遺跡には,

柳谷口,和江,八雲,半田などがある。後期

後葉では,元住吉 I式が浦明で,同 Ⅱ式が ,

浦明・平で,宮滝式が浦明,平,三河宮の下

などで出上しているが,いずれも極めて断片

的な資料である。また,函石浜,青野,高川

原からも磨消縄文を持った土器片が各 1片ず

つ出土し,後期に属すると考えられる。函石

浜の上器は,大正14年の報告書作成当時,す

でに失われ,報告の中ではスヶッチが掲載さ

れているに留まる。青野は,丹波山地の狭い
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谷部を貫流してきた由良川が,綾部の盆地に入り,流れの方向を北から西へ急激に変える

部分の自然堤防上に立地する遺跡である。この付近では,現在までのところ,土器の出土

は極めて微量だが,桑飼下で注目されたものと同様な打製石斧が点々と出土している地域

である。このような遺跡は,由良川水系において顕著である。縄文土器を出上していない

遺跡が多く,そ の帰属時期については不明瞭な点が多く,点数の多少もあるが,出土地を

列挙すると,桑飼下以下,志高,三河宮の下,高川原,大油子荒堀,稚児野,半田,武者

ケ谷,上野平,青野,味方など濃密な分布を示 している。しかし,こ の状況は,現在まで

のところ,由良川水系中・下流域とその支流の範囲に限られている。

(6)晩  期

ここで晩期として取りあげた土器の大半は,滋賀里Ⅳ式から長原式にかけての,いわゆ

る刻目凸帯文土器であるが,そ の細分は行われていない。草創期以降の多くの時期と同様

に,別の時代を主眼とする調査の際,付随的に検出されたものが多く,出土遺物量は各遺

跡数片に留まっている。その中で,比較的まとまった資料が得られているのは,久美浜湾

を見降ろす海岸段丘上に立地する浦明遺跡である。1971年から72年 にかけて,地表面およ

び,土取工事断面を対象とした調査によって700余片の縄文土器が得られている。一部に

後期の土器も合むが,大部分は晩期に属し,出土している深鉢,浅鉢から,黒色BI・ Ⅱ

式,原下層式,五貫森式,滋賀里式等と対比され,主体は晩期中葉～後葉に位置づけられ

ている。

夜久野町の菖蒲池遺跡は,標高 143mを測る通称夜久野ケ原と呼ばれる溶岩台地の一画

に立地し,1972年 の発掘調査によって刻目突帯文の時期の竪穴住居跡が 3基検出された。

3基の内,ほぼ全容のわかる1基は不整形な円形を呈 し,径約 3mを測る。この遺跡は ,

住居跡 3基 という調査事例に加え,溶岩台地

という立地も,ほかの遺跡とやや様相を異に

している。なお,ほぼ同時期の遺物を出土し

ている大油子荒堀遺跡が,牧川を挟んだ対岸

の丘陵裾の沖積地に立地している。

縄文時代から弥生時代の接点であるこの時

期,弥生時代前期の遺物がともに出土してい

る遺跡には,浦明,松ケ崎,平,武者ケ谷 ,

志高がある。また別表の中の,竹野,途中ケ

丘も,こ の地方の弥生前期の代表遺跡である

とともに,前記の遺跡と共通する立地条件を

28
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持っている。

4. お わ りに

縄文時代の各遺跡について,時期を追って,そ の概観を羅列的に述べてきたが,遺跡数

が増加 しているにもかかわらず,各遺跡の詳細は不明な部分が多い。近年発見された縄文

土器の出土地点を見ると,立地条件の多様化は,こ の地方でも一時期前に考えられていた

縄文時代の遺跡立地に関する観点を大きく変えはじめている。立地の上で大別すると,浜

詰・宮ノ下・平のような海岸部の砂堆上や,武者ケ谷・鳴岡などの洪積世丘陵上,あ るい

は由良川下流域における自然堤防のほか,半田などの川谷平野中央の微高地,裏陰・中野

0千原等に見られる丘陵裾の扇状地または傾斜地をあげることができる。新たに発見され

てきた遺跡の多くは,いわゆる沖積地(平地)の遺跡であるため,後世の土砂の堆積が厚い

ことに加え,水田化されている場合が多く,純粋に地表観察によって発見された遺跡は極

めて少ない。志高の縄文前期の包含層が地表下約 4m,桑 飼下で約 2mあ り,湊宮が橋脚

工事の際,地表下 3～ 4mで発見された例もあるように,遺物が自然に地表に現われる可

能性は低く,遺跡の発見,さ らには遺跡の全容を掌握することが極めて困難になっている

のが現状である。この傾向は,こ こで取り上げた京都府北部という一地域に限られたもの
(注 12)

ではなく,西 日本全体の趨勢として把握できることは,すでに指摘され,自然環境の面か

らも,西 日本に縄文時代の遺跡が東日本と比較して余りにも少ないという状況に対して疑
(注 13)

間が持たれているが,こ の地域の様相にも,そ の疑間を肯定する要素が増加 している。

この地域における縄文時代の遺跡が各時期ともに徐々に増加 している点について述べて

きたが,草創期以降,細別すると全く空白ともいえる時期,地域があり,ま た極めて断片

的な期間も多い。このような状況の中で,こ の地域の縄文時代の様相を復元するまでには

到底至っておらず,各遺跡の再検討を含め,今後に多くの課題を残している。

(長谷川達 =京都府教育庁文化財保護課技師)
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縄 文 土 器 出 土 遺 跡 一 覧 表

時 期
遺跡名 所在地 関 係 河 川 立   地 文献,

註 記

函 石 浜 久美浜町 ○ 海,佐濃谷川 海岸砂堆 1, 20

浦  明 ク
∩ |∩
Ψ
IΨ 海(久美浜湾) 1海

岸段丘 15

(湊 宮) ク ○ 毎(久美浜湾) 海岸砂堆   |
浜 詰 1網 野 町 ○ ○ 海,木津川

1海
岸砂堆

３

１０

4

51松 ケ 崎 ク ○ 毎,木津川 平地 12

浅 茂 川 ク ○ 海,福田川 海岸砂堆 注 1

新樋越川 ク ○ 侮(離湖) 海岸砂堆 注 1

菅 ノ 下 |

ロ ノ  : | ク ○ ○ 海(離湖) 海岸砂堆
２

１０

８

３９

柳 谷 口 ク
|′ ⌒ 、

IV
○ 海(離湖) 丘陵端(扇状地)15,41

10 琴 引 浜 ク ||| 海 海岸砂堆

11 竹  野 丹 後 町 ○ 海,竹野川 海岸砂堆 37

12 平 ク
|〇 |〇 |〇 |○ 海,宇川 海岸砂堆

７

ｎ
9

13 途中ケ丘 1峰 山 町 ○ 宵野川,鱒留川 河岸段丘 21, 25

14 裏  陰 大 宮 町 ○ ○ ○ ○ 竹野川,常吉川 丘陵端,扇状地 26, 35

15 正  垣 ク ○ ○ 宥野川,常吉川 丘陵端,扇状地

16 森 本
|

ク ○ 宙野川 丘陵端 35

171中  野 1宮 津 市 |

○ 海(阿蘇海) 扇状地 28

18 千  原 岩 滝 町 ○ 海(阿蘇海) 扇状地

19 定
P I

山
|
ク

|⌒

|()
IV

海(阿蘇海),野田川丘陵裾沖積地 129
０

一

１

２‐
　

一

２

(水戸谷) 野田川町 野田川 扇状地 注14

有  熊 加 悦 町 ○ ○ 野田川,加悦奥川 丘陵上 30

221鳴 岡
|

ク ○ 野田川,温江川 河岸段丘 31

23 中 上 司 ク ○ || 野田川,温江川 扇状地 27

24 城  島 舞 鶴 市 由良川
1自
然堤防(河底) 13

25 和  江 ク
|⌒

|｀
V ○ ○ 由良川 自然堤防(河底) 13, 16

26 lr. 側巨
ク ○ ○ ○ 由良川 自然堤防(河底) 13

1327 三 日 市 ク ○ 由良川 自然堤防(河底)

28 志  高 ク ○
|⌒

|()

IV
○ 由良川,久田美川 自然堤防 38

29 桑 飼 下 ク ○ 由良川,岡田川 自然堤防 14, 17

301地 頭 ク ○ ○ ○ 由良川,桧川 自然堤防(河底) 14

Iθ



遺跡名 所在地
時 期

関 係 河 川 立   地 文献,
註 記

31 高 津 江 舞 鶴 市 自然堤防(河底)

32
三河宮の
下 大 江 町 ○ ol"] c 由良川,三河川 河岸段丘

33 高 川 原 ク ○ 由良川 自然堤防 18

34 石  本 福知山市 ○ 由良川,牧川 平地 19

35 半  田 ク ○ 由良川,和久川 平地 40

361武者ケ谷 ⌒  |
∪

|

○ 由良川,土師川 河岸段丘 24

稚 児 野 夜久野町 l+urr 丘陵上 33

38 天  王 ク 牧川 丘陵裾 33

39 大油子荒
堀 ○ ○ ○ ○ ○ 牧川,大油子川 丘陵裾,沖積地 33, 36

40 菖 蒲 池 ク ○ ○ 牧川 (溶岩)台地 22

41 青  野 綾 部 市 ○ 由良川 自然堤防 23

42 味  方 ク 由良川 河岸段丘
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